
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■司会進行 浅野文夫 SAA 
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木更津東ロ－タリ－クラブ 

会  長   渡 邉 元 貴 
幹  事   大 里 光 夫 
編  集   勝 呂 泰 樹 

国際ロ－タリ－ 

ＲＩ会 長  バ リ－・ラ シ ン 
地区ガバナ－ 橋 岡 久 太 郎 
ガバナ－補佐 吉 野 和 弘 
 

◆点鐘   渡邉元貴会長  
       １２時３０分 
◆国歌斉唱「君が代」 

Ｒソング「奉仕の理想」 
◆出席     会員 50名 
  出席 32名・欠席 18名 
◆出席率    66.66 % 
 

◆前々回出席率 25.64 %  修正後出席率 56.41% 
 
◆欠席者【敬称略】     
石渡正明・齊藤新一・嶋津正和・鈴木秀幸 
三沢 猛・塚本秀夫・濵田昌己・林田謙志 
叶川博章・近藤直弘・宮寺順子・大里光夫 
藤永範行・藤野宏冶・山中 恵・吉田和義 

 
◆メ－クアップ【敬称略】 
 ・1/26 地区諮問委員会 山田修平 
・1/30 第 2回被選理事会  

     加藤智生・渡邉愼司・松岡邦佳 
     藤永範行・近藤直弘・石渡雄悟 
     林孝二郎・内田 重・山中 恵 
     渡邉元貴 
 ・2/1 RYLA 委員会 吉田和義 
 ・2/2 財団補助金セミナ－ 渡邊元貴 
 ・2/2 国際大会推進委員会 山田修平  
・2/6 定例理事会 

     渡邉元貴・渡邉愼司・松岡邦佳 
     加藤智生・大澤藤満・石渡雄悟 
     林孝二郎・浅野文夫・鶴岡大治 
     堀内正人 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
◆結婚祝 【敬称略】 



◆結婚祝 【敬称略】 
・2/1 大澤藤満 ・2/3 石渡雄悟 
・2/6 大森裕資 

 
 
 
 
 
 

◆誕生祝 【敬称略】 
・1/31 林孝二郎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■図書館への寄附授与式     渡邉元貴会長 

 
■会長挨拶・報告           渡邉元貴会長 

１月２６日に第５グループのイン

ターシティミーティングが開催さ

れました。当クラブからは、近藤

会員から魅力ある例会運営の事例

として木更津東クラブの取り組み

をご発表いただきまして、ほかの

クラブの皆さんからも称賛の声を

いただきました。お伝えいただいた近藤会員に感謝

申し上げます。 
さて、青年塾という若手経営者や幹部社員向けの一

年間の実践道場があります。青年塾の講座の一つで水
俣病から学ぶ講座があるのだそうです。今は既にお亡
くなりになっているのですが、そこで水俣病の語り部
をされていた杉本栄子さんのお話をご紹介します。 
水俣病は昭和３０年代の前半に化学工場からの排液

が原因となって、住民に重大な健康被害をもたらした
大公害です。 
杉本さん一家は、水俣の小さな漁村で漁師の網元を

していました。第一号患者になった人が、杉本さんの
お母さんです。様子がおかしいので急いで病院に連れ
ていきました。 
 そして、そのことが NHK のラジオ放送で全国放送さ
れました。「水俣に住む杉本としさん（お母さん）は、
マンガン病という奇病と思われる」との内容だったそ
うです。マンガン病のことについては誰も知識があり

ません。そして、その病気が「うつる（伝染する）」と
いう風評がどこからとなく流れたのです。このラジオ
放送がもとで、杉本家への壮絶な社会的いじめが始ま
りました。 
お母さんは自宅療養のため退院するのですが、家に

到着するやいなや村人たちが駆け寄ってきました。栄
子さんは、お見舞いにきてくれたのかと思ったそうで
すが、そうではありませんでした。村人たちの顔は鬼
の形相で「病院へ戻れ！」と罵声をあびせました。栄
子さんお母さんを抱いてあわてて家に逃げ込みました。
それまで親戚のように付き合ってきた村人たちが、締
め切った雨戸に向かって石を投げつけました。その雨
戸にあたる石の音が、何十年も耳から離れないとおっ
しゃっていたそうです。 
この社会的ないじめはその後も長い間続きます。あ

るとき道を歩いていた栄子さんに石を投げつける人が
いました。その石をよけようとしたところ、栄子さん
はよろけて下の畑に転がり落ちてしまいました。その
時、その畑で作業をしていた村人から罵声が飛びまし
た。「畑に入るな！出ていけ！」そして、そこにあった
肥を栄子さんにひっかけました。 
栄子さんは、泣きながら家に帰ってお父さんに訴え

ました。「お父さん、お願いだから、私たちをいじめる、
あの人たちに一度でいいから仕返しをさせてくださ
い。」「そして、私も死なせてください」と。 

しかし、栄子さんのお父さんは絶対に仕返しするこ
とを許しませんでした。「仕返しをしちゃならん。同じ
ことを人にすればその人も自分たちと同じようにつら
い。うんこは洗えば落ちる。」 
そのお父さんが、ある大雨の朝、一人で家を歩いて

でていきました。栄子さんは、心配になり、そっとお
父さんの後をついていきました。すると、お父さんは
港の奥の誰からも見えないところまで行って、海に向
かって大声を張り上げて泣いていたのだそうです。 
お父さん亡くなる前に栄子さんに残した言葉があり

ます。その遺言が、栄子さんのその後の人生訓となり
ました。その言葉は、「人さまは変えられない、自分が
変われ、その方が楽だ」 
栄子さんは、どんなことがあっても、仕返しはしな

い。そんなことをしても自分がつらくなるだけだ、自
分の考え方を工夫しながら、長い歳月を耐え続けたの
です。辛い社会的ないじめにあいながらも、家族は栄
子さんの大きな心の支えでした。特にご主人です。お
婿さんであるご主人は、水俣病のお母さんの食事の介
護をするとき、ぽろぽろお母さんの口から床にこぼれ
落ちた食べ物を自分の口に運びながら、「お母さん、早
く元気になりや」と言って看病してくれました。 
長い歳月をかけて、裁判なども進み、次第に水俣病

の全容が明らかになっていきました。当時を振り返っ
て栄子さんは言います。 
「今、思えば身の毛のよだつようないじめがあった。

でも、いじめ返しをしなかったことは、私の宝です。
もし、私が水俣病にならなかったら、同じように水俣
病になった人に対して、石を投げつけていじめていた
かもしれません。」 
そして、当時栄子さんをいじめていた人がみんな栄

子さんに謝りに来て、栄子さんに向かって手を合わせ
てくれるのだそうです。 
「水俣病になって一番得したのは、私だったのです。」

と語っていらっしゃいます。 
栄子さんご自身も水俣病を発症し、すでにお亡くな

りになりましたが、語り部は息子さんに引き継がれて
いるようです。お亡くなりになるまで続いた栄子さん
の語り部活動は感動を呼び、善意によって現在も水俣
病で苦しんでいらっしゃる患者さんのために療養施設
ができています。 
前日のＩＭでＲＬＩ日本支部ファシリテーター委員

お誕生日 
おめでとう！ 

 



長の中村靖治氏が特別講演をされました。中村氏は、
奉仕に見返りを求めてはならないとおっしゃっていま
した。杉本さんの語り部としての活動は利他そのもの、
奉仕そのものだと思います。 
 
■幹事報告          渡邊会長 幹事代行 
1) 本日例会終了後、第８回定例理事会が開催されます

ので理事の出席をお願いいたします。 
他クラブからのお知らせ 
1）木更津 RCより「例会変更のお知らせ」が届いてお

りますので回覧いたします。 
2）木更津 RCより「週報」が届いておりますので回覧

いたします。 
その他のお知らせ 
1）特になし 
回覧 
・木更津 RCより「例会変更のお知らせ」 

・木更津 RCより「週報」 

 
■委員会報告 
 ◇ロ－タリ－の友 2 月号 
  雑誌担当副委員長 山中 恵会員 

【本日は原稿のみ記載いたします】 

 
「２月は、平和と紛争予防／紛争解決月間です」 
Ⅰ、横組み 
１、「７Ｐ～１１Ｐ」 特集―難民を知る 

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）の発表による
と、2017 年度末時点で、紛争などで避難している難
民・避難民の数は５年連続で増加し、過去最高の
6,850 万人（うち難民は 2,540 万人）を上回った。
そこで、平和と紛争予防／紛争解決月間の今月は、
難民にフォーカスし、３人の難民の足取りをたどり、
ロータリーでどんなことができるかを考えてみま
しょう。 
【難民・避難民の定義】 
【難民】：1951 年の「難民の地位に関する条約」で
は、「人種、宗教、国籍、政治的意見やまたは特定
の社会集団に属するなどの理由で、自国にいると迫
害を受けるかあるいは迫害を受ける恐れがあるた
めに他国に逃れた」人々と定義されている。 
【避難民】：天災・火災・戦争などで避難した人々。 
（１）アリンの物語 

① 2017 年 8 月以降ミャンマーからバングラデ
ィシュへとロヒンギャ難民が多数流出 
② アリンの家族（夫、義母、２人の子ども）は、
足の不自由な義母を抱え、山や川を越えミャ
ンマーからバングラディシュへ１０日間、１
０２ｋｍを歩き続けて避難しました。 

（２）ジーナブの物語 
① 2011 年 3 月以降内戦によってシリア各地が
破壊され、多くの家族が国外へ避難。 
② ジーナブと夫は子ども達を抱えて、真冬戦火
にさらされながら毛布もない中で、シリアから
ヨルダンへ４日間、１５３ｋｍ避難しました。 

（３）オパニの物語 
① 南スーダンの首都ジュバで 2016 年 7 月に起
きた衝突以降、隣国ウガンダに逃れる難民が増
加。 
② 常に戦火で攻撃される恐怖にさらされなが
ら、オパニは娘を抱え徒歩で南スーダンからウ
ガンダへ７日間、９２ｋｍ避難しました。 

（４）ロータリーの取組 
ロータリーでは奉仕プロジェクト、平和フェロ
ーシップ、奨学金などさまざまな形で、紛争の
根底にある諸問題（貧困、民族間の緊張、教育

機会の欠如、資源の不均等など）に取り組んで
います。 

※詳しくは P11、RIウェブサイト参照。 
 

◇炉辺夜間例会のご案内 

会員増強・研修委員会  栗坂禎一会員 

次週2月13日の炉辺会議において、

来期のプログラムとして実施したい

卓話の内容や野外例会等を議論した

いと考えております。 

     
◇ニコニコボックス   

クラブ管理運営委員会 

坂井健治会員 

・林孝二郎会員 
７３歳になりました。今年の目  
標は「ゴルフもう少し上手くなりたい」「ロ－タリ－
例会 毎回出席」「新しいカラオケレパ－トリ－を加
える」 
よろしく おつきあいお願いします。 

・大森裕資会員 
記念日の花束ありがとうございました。４８回目と
なりました。５０周年を迎えられるよう、妻に怒ら
れながらタバコ、お酒を愛し過ごします。 

・大澤藤満会員 
 結婚記念日のお花をありがとうございます。すっか
り忘れていました。遠い昔の５６年前の記念日です。 

・石渡雄悟会員 
 先日、結婚記念日のお花を頂きありがとうございま
した。 

・鶴岡大治会員 
 みなさんの知らない図書館の話が聞けると思います。
私も楽しみです。 

 
■例会アワ－ 

社会奉仕ブロジェクト委員会  鶴岡大治会員 
  本日は、木更津図書館 副館長の鎌田節子様に卓話

をして頂きます。 

 
テ－マ  

「皆さんに愛される街の図書
館を目指して！！」 
卓話者 木更津図書館 鎌田節子 様 

 
私は木更津市立図書館の鎌田

と申します。本日はお招きいた
だきありがとうございます。 
東ロータリーの皆さまには日

頃より図書館業務にご理解ご協
力をいただきありがとうござい
ます。毎年、いただいておりま
すご寄付も４５回となり、総額

470 万３千円を青少年育成のための図書購入に使わせ
て頂いております。 
さて、みなさんにお尋ねしたいと思います。「木更津

市立図書館をご利用されたことがある方は挙手をお願
いいたします。」ありがとうございます。 
それでは、今年になって本を一冊でも結構です。お

読みになった方は挙手をお願いいたします。」ご協力あ
りがとうございました。 
木更津市立図書館が開館したのは昭和4年（1929年）

です。現在の木更津市立第一小学校の敷地内に木更津
町の図書館として開館しました。南房総エリアでいち
早く開館した公共図書館で当時は、近隣の住民からも



心の拠り所として愛された存在であったと推測されま
す。 
戦後、昭和23年には、県立図書館君津分館を併設し、

現在の文京地区に新館が開館したのは昭和 49年のこと
です。時代が高度経済成長を迎え、車社会になってき
ますと駐車場問題が浮き彫りになり、花壇をつぶした
り、水道部の用地やご近所の土地を譲り受けるなどご
協力をいただき、現在の広さになっております。 
現在、蔵書数は約 36 万冊。市内 14 公民館図書室に

も配本を行い本館に来られない利用者に対しても公民
館職員の協力の下、サービスを行っております。 
また、限られた予算で全ての利用者の要望にお応え

するのは大変厳しい状況ですが、「相互貸借」という図
書館間の協力システムを活用し、千葉県内はもとより、
県外図書館、国立国会図書館とのネットワークを活用
し、できる限り、皆様のご要望に応えるよう努力して
います。そして、迎える少子高齢化時代についても取
り組んでおります。 
特に児童サービスについては「木更津市子ども読書

活動推進計画」に基づき、市内小中学校との連携をと
り、授業で必要な資料の貸出や読書環境を整えるお手
伝いをさせていただいています。 
子育て支援の一環としては、保健相談センターで毎

月行われている生後４か月になった乳児を対象とした
乳児健康診査の会場で待ち時間を利用し赤ちゃんひと
りひとりに絵本の読み聞かせを行っています。 
昭和６１年から行っている「おはなし会」は対象を

赤ちゃんからお年寄りにいたるまで楽しんでいただい
ています。 
具体的に申し上げますと 

① 赤ちゃんといっしょのおはなし会（毎月隔週
で） 

② ３歳児から小学生までを対象とした図書館
のおはなし会（毎週） 

③ 市内の保育園児を対象としたおはなし会（毎
月） 

④ 小学生や中学生を対象としたおはなし会（要
望があれば） 

⑤ 大人のためのおはなし会（年２回） 
⑥ 高齢者施設でのおはなし会（要望があれば） 

という状況です。 
高齢者、及び障害があり本を読むことが困難な方への
サービスについては、視力障害（老眼）の方のために
は、大活字本のコナーや拡大読書器を館内に設置する
などして対応しております。さらにご要望があれば、
ボランティアの方の協力の下、点字本や録音図書（カ
セットテープ・CD－ROM）貸出も行っています。 
このような読書支援とは別に、小学生・中学生の職場
体験や高校生・大学生のインターンシップ、教職員の
研修の受入れに協力し、さらに「ぷれジョブ木更津」
協力企業として登録し、地域の就労体験施設としても
協力体制を築いています。 

さて、図書館が行っているサービスについて簡単に
説明させていただいたところでございますが、実際に
図書館の中を紹介させていただきたいと思います。 
まず、２階の郷土・参考調査室です。 
・蔵書冊数  郷土資料 約３０，０００冊 
       参考資料 約１８，０００冊 
・特種コレクション（県指定文化財・市指定文化財・

在館古文書） 
・特種コレクション（松美文庫、長沢文庫、仲耕席

磧文庫） 
・公文書（中郷行政文書・旧鎌足出張所文書・富来

田支所行政文書） 
・過去の新聞（朝日新聞縮刷版 昭和４年以降所蔵） 
 
 

特に利用が多いコーナーは 
・県内の住宅地図 
・全国各地の電話帳 
・インターネット検索コーナー 
・各種事典・辞書等 
次に児童室です。 
 蔵書冊数  約６７，０００冊 
子どもたちに分かりやすい本の配置を考え、コーナ

ーを設け、本を置いています。 
さて、ここで問題です。 
このキャラクターは何でしょう？ 
正解は、「エルマーのぼうけん」に出てくる 

りゅうです。 
私事で恐縮ですが、私がこのおはなしに出会ったの

は小学校の低学年だったと思います。本ではなく、NHK
の教育テレビでやっていた人形劇が最初だったと思い
ますが、その時は、なんておもしろい話なんだろう、
と楽しい気持ちになったのを覚えています。でも、そ
こでその本を読もうということにはならなかったので
す。しかし、２５年前に図書館の勤務になり児童担当
になってから、私の新たなる読書人生が始まりました。
「児童書、ハンパネエ！」 
面白いんです。誰がなんと言おうと面白いんです、

児童書。 
「エルマーのぼうけん」は三部作となっており 
順序よく読んでいただくと木更津市立図書館の児童

室を飛んでいるりゅうの数も納得がいくと思います。 
さらに、小学校２年生の時の道徳の本に載っていて

子どもながら心の温まるお話で大人になってもストー
リーだけは覚えていた本に再会します。それは「おか
あさんだいすき」と言う本です。題名になっている話
も好きですが子どもの頃に感動した話がその次に載っ
ていたのです。 
このように大人になってから読んでも面白いし、私

のように大人になって再会し、当時を思い出しながら
読むのもまた楽しいものです。 
図書館の児童室には、そんな大人の方へのプレゼン

トコーナーが用意されています。 
木更津市立図書館について、短い時間の中で紹介さ

せていただきましたが、いかがでしたでしょうか。 
決してきれいでないかもしれません。広くないかも

しれません。 
でも、玄関前に広がるプランターの花、花、花。カ

ウンターを彩る切りえや折り紙作品など、利用者のみ
なさんの善意に支えられた暖かい空間がみなさんをお
迎えします。 
どうか気楽な気持ちでお立ち寄りください。どうぞ

みなさまのご利用をお待ちしております。 

 
 
 
 
 

木更津東ロ－タリ－クラブ事務局メ－ルアドレス eastkisarazu-rc@nifty.com 

点鐘 渡邉元貴会長 13:30 

楽しい鎌田さんの卓話でした！ありがとうございました。 

 


